
.2011 年度第2学期学生による学期末の擾業アンケート集計表

-科目区分
・科目名称
・曜講時・登録コード
・担当者名

講護科目
TG11390 理論物理学特論

火5T02

00010 樋口三郎

-集計表の見方
1 アンケート回答の平鈎は、回答5 x 5/回答4 x 4/回答3 x 3/回答2x 2/回答1x 1 /回答Oと無回答はOで加霊平均しています。
回答0/無回答は件数に含まれていません。

2 教員個別飯聞は、無効/無回答の値が70官以上の場合空白としています。
3. 無回答は、重複マーク、マーク末記入のデータです。
4. 25覧点及び7時点は、最小値から構成比25唱及び75首にあたる平均点です。
5. 中央値は、各科目平均の中心の値で平均ではありません。
6. 受講登録者数は、 11月末日現在のデータで履修辞退者を反映していません。
7. r貴あなたはこの綬業にどの程度出席していますかJ の回答選択肢は、次のとおりです。

(5) 毎回出席 (4) ほぽ毎回出席 (3) 2/3以上出席(2)半分以上出席 (1 )半分以下の出席 (0) たまに出席
8. Q1の回答選択肢は次のとおりです。 (5) 180分以上 (4) 120分程度 (3) 90分程度 (2) 60分程度 (1) 30分程度 (0) し なかった

最小値 25%点

4 1 3 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 4. 6 1 : I 2. 6 1 4. 2 

刊の提案……予習復習を行いました ア 竃 |O. 21 0.6 
かc (平均)

, . 
~あなたは意欲的にこの慨を嫡しましたかc 1 2 1 4 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 4. 1 1 , : : ｷ t:' 3.0 I 4.0 

副tfTはシラパスにそって計画的に進められていま I 2 I 2 I 0 I 0 I 0 I 3 I 0 I 4. 5 t 哩 ・ O. 0 I 3. 2 I 3. 8 I 4. 3 I 5. 0 3.8 

041 この役業です教員のおし方ははっきりと聞き取りやす 3 1 4 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 4. 4 I 1 :: :1 L Jつ 3.3 1 4.0 1 4.4 1 ~6 1 5.0 I ~ I I 
かったでか.

1 05 まんまわ州や相即する工夫をしていました い lm - iT |E ~i 3.8 I 4.31 4. 5 I 5.0 I 4.0 
06 限内容について質問できる胎はあり ましたれ i : c:::1-�-i 3. 6 I 4. 0 I 4. 5 I 4. 6 I 5. 0 I 3. 9 
Q 7 あなたにとって役案内容の鍵易度は適切だったと思い 。 6 I 1 I 0 I 0 I 0 I 0 I 3. 9 ・ ~ F「「= O. 0 1 3. 3 1 3. 7 1 4. 0 1 4. 5 1 3.7 

ますか.

08 1 あなたはこの棋を十分明できましたかc I 0 I 3 I 3 I 0 I 0 I 0 I 1 I 3. 5 ; ィ7 ; 2.5 I 3.3 I 3.8 I 4.0 I 43 I 3.6 
-•: 
09 1あなたはこの授業を受話して清足しましたか。 2 I 4 I 1 I 0 I 0 I 0 I 0 I 4. 1 1 : _ ' , I 3. 0 I 4. 0 I 4. 1 I 4. 4 5. 0 I 3.9 

ZZ?業に対する教室の広さや、 各種設備は適切でし I 6 I 1 L_Ol_ 0 I 0 I 0 I 0 I 4.9 I : I 2.0 I 3. 9 J 4. 4 I 4. 7 5. 0 I 4.0 
，，+ロ園田

※相関係数は:t l に近いほど関係が強く、 0 に近いほど弱いことを
意味します。 Q9は何によって説明されるのか、 綬~のどこを改善
すればよいのか、を考える際の参考数値としてご覧下さい。

-実施部署
・キャンパス
・受講登録者数
・回答者数
・回答率

理工学部

瀬田キャンパス
11人

7人

63. 6覧

232 11212320 


